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＜ 学 校 教 育 目 標 ＞ 

・生活の向上に役立つ学力を身につけよう 

・人と自然を思いやる心を持とう 

・強い身体と正しい心で結び合おう 
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夢を実現する 

校長 小 林 一 博 

表題の「夢を実現する」は、以前、全国の研究会に参加した折り、講演講

師であった花巻東高等学校 硬式野球部監督 佐々木 洋先生の演題です。

佐々木先生は、メジャーリーグで活躍する、菊池雄星選手や大谷翔平選手ら

を育成した監督です。先生のお話は教育者として、または人生を生きていく

上での人生哲学に富み、学校現場の先生方や子育て中の保護者、そして一番

はこれからの生徒達に聴かせたい内容でした。 

今回、その一部を紹介し、これからの学校生活を充実させるための羅針盤

としたいと思います。 

 

その 1．なぜ、岩手のレベル（野球）が高まったのか？ 

①意識が変わった 

  → 花巻東に赴任前、神奈川県でコーチをして学んでいた時、神奈川

と岩手の子では素質が違うと思っていたが、それは間違えだっ

た。神奈川も岩手の子も素質、能力に全く違いはなかった。岩手

に帰ってきて、初めて自分にベクトルが向いた。 

②指導者のレベルが変わった 

→ 一番大事なのは考え方を教えること。自分を刺激し、自分を変

えるために選手に本を読む習慣を徹底した。 

 

その 2．高校野球（学校教育、家庭教育）の指導においても 企業理念や経

営理念が必要である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

○ 夢しか実現しない 

ムリ、どうせ…、できるわけない…からの脱却 

→  自己限定を解除させる思考を、「そのためには…」    

「どうすれば…」に発想を転換させる。課題とやるべき事が明確に

なる。 

 

最後に、有名なノミの実験の話より『ノミは普通、1ｍあまりもジャンプ

できるのに、蓋のある高さ 20cm 余りの箱の中に入れたら、そのノミは

20cm しかジャンプができなくなり、蓋を取っても跳び出さなくなるそうで

す。』 

 

※では、皆ここで皆さんに問題です。  

 Ｑ：「また、元のように 1ｍあまりのジャンプが、できるようにするにはどうすればいいか」 

 

 答え：「1ｍ以上跳べるノミと一緒にさせる。そうすると元のように 1ｍ以上跳べるそうです」 

 

 皆さんは、佐々木監督が、何を言いたいかわかりますか？ A:目線を高く、良いものを真似る 

 

そして、佐々木監督は、次の言葉で講演会を締めくくり、心の素直さと謙虚さなど人間性の向上の大切さを訴えていました。 

 「注意されたら、ありがとう 失敗したら、おめでとう」 

人からの注意やアドバイスに対して素直に耳を傾け自反する。一度や二度の失敗に負けずに努力を継続する。そのような人に成功の

女神は微笑むのかも知れません。 

 

○ 人に与えるもの 
   ・環境を与える 
   ・責任を与える 
   ・夢を与える 
   ・愛情を与える 

 

○ 人にかけるもの 
   ・時間をかける 
   ・いい言葉をかける 
   ・期待をかける 
   ・負荷をかける 

 



＜認証式＞ 

生徒会役員の認証に続き、11月 6

日（月）に、専門委員長と学級委員

長の認証式が行われました。これ

で、生徒会活動も完全に世代交代と

なりました。 

3 年生の先輩は、これから、進路実現に向けて一直線とな

ります。3年生のたすきをつないだ 1・2年生で生徒会活動を

盛り上げていきましょう。 

 

＜1年生福祉体験学習＞ 

10 月 27 日（金）と 11 月 6 日

（月）の 2回にわたり、1年生の総

合的な学習の時間で「福祉体験学

習」を行いました。 

町社会福祉協議会やえこまち推

進協議会UD部会の方を講師に招き、車椅子体験やブライン

ドウォークなどを通して、校舎内を回り、実際に障害を持た

れている方の大変さを実感し、バリアフリーのあり方につい

て考えました。また、災害避難所を兼ねている弟子屈中学校

は、バリアフリー設計ではありますが、より充実させるため

に何が必要かについても考え、話し合うことができました。 

 

＜後期生徒総会＞ 

11月 7日（火）に、「後期生徒総

会」を行いました。1・2年生が中

心となり、新しい弟子屈中学校を

創り上げるため、生徒会事務局と

専門委員会がどのような活動を行

っていくかを提案し、活発に質疑

応答が行われました。 

生徒会役員や専門委員は、生徒

会活動の中心として活動する自覚

と責任を、他の生徒は、その提案を理解し、積極的に協力す

る自覚と責任を確認する場となりました。 

 

＜PTA研究大会＞ 

10月 12日（日）には「釧 P連研

究大会釧路大会（オンライン会場）」

が本校体育館で、19日（日）には「町

P 連研究大会兼町生涯学習講演会」

が公民館で行われました。 

2週続けての PTA研究大会となり、ご多用の中、参加協力

をいただきました会員の皆様には、心からお礼申し上げま

す。どちらの研究大会も、子どもたちの健やかな成長を願い、

学校、保護者、地域が一体となって子どもたちを育てていく

ことが大切であることを確認できた研究大会となりました。 

＜挨拶運動展開中＞ 

新しい生徒会役員の最初の活

動として、「挨拶運動」が行われて

います。朝、生徒玄関前に生徒会

役員が整列し、登校してくる生徒

をさわやかな挨拶で迎えてくれます。登校してきた生徒の

多くが、生徒会役員の前に立ち止まり、挨拶をしています。 

さわやかな挨拶は、お互いを笑顔にします。笑顔は人の

心を癒やします。優しい心は新たな絆を生みます。生徒会

役員のさわやかな挨拶が、弟子屈中学校の生徒の心を強く

つなぐことを祈っています。 

 

＜職員の離任・赴任について＞ 

すでに文書にてお知らせしておりますが、このたび、嶋

田晃治支援員が、本校支援員を退職され、期限付き教員と

してオホーツク管内に赴任することとなりました。大変お

世話になりました。また、後任として、12月 1日（金）か

ら、矢野弘江支援員が着任いたします。 

さらに、期限付き教員として、遠山海翔教諭が赴任しま

した。特別支援学級を中心に T-Tとして授業に入ります。

よろしくお願いします。 

 

＜令和 6年度の予定について＞ 

今年の記録的な猛暑を受け、弟子屈町では、次年度以降、

夏季休業を延長することとしました。これにより、次年度

は、次のような日程となりますので、ご理解ください。 

・令和 6年度始業式・入学式  ----- 14月 19日（火） 

・1学期終業式 ------------------------- 17月 23日（火） 

・2学期始業式 ------------------------- 18月 23日（金） 

・2学期終業式 ------------------------- 12月 25日（水） 

・3学期始業式 ------------------------- 11月 15日（水） 

・修了式 ---------------------------------- 13月 24日（月） 

※令和 6年度始業式は午前、入学式は午後となります。 

また、弟子屈高校の入学式は、8日（月）となります。 

 

＜いじめアンケート実施＞ 

10月のいじめアンケートを集計しました。残念ながら、

「嫌な思いをしたことがある」という回答が 5 件ありまし

た。その内容は、「嫌なことを言われる」というものが中心

です。生徒たちが安心して学校生活を送ることができるよ

う、教育相談を実施し、生徒一人一人に声を聞き、学校全

体として見守り、指導してまいります。 

いじめとは、「一定の人間関係にある児童生徒が行う心理

的又は物理的な影響を与える行為であって、対象となった

児童生徒が心身の苦痛を感じているもの」といじめ防止対

策推進法で示されています。いつも相手の人の立場考えて

行動できる生徒の育成に全力を尽くしてまいります。 

 


